
横浜市立 南希望が丘中学校   令和 3年度版 中期学校経営方針  (令 和 元 ～ 3年度 )
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O主体的に考え、伝える力と課題を解決する力を高める。【知】
O人を思いやり、自分や周りを大切にする心を育てる。【徳】
O様々なふれあいを通し、豊かな心と体を鍛えると【体・開】
O社会の一員として、広い視野に立ったものの見方や考え方を身に付ける。【公・開】
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創立 45周年 学校長  内田 克弥 副校長  石上 美智 3 学期制 一般学級: 14 個別支援学級: 2
児童生徒数: 483 人 主な関係校:希望ケ丘小学校 善部小学校

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

○課題解決力・発信力・コミュニケー
ションカ (「知識及び技能」「思考力、判
断力、表現力等」)
○自己肯定感 ,協働・挑戦する気持ち
(「学びに向かう力、人間性等」) |

南希望が丘中 小中一貫教育推進プロックにおける
「9年間で育てる子ども像Jと具体的取組ブロック

雨希望が丘中
希望ケ丘小
善部小

自分をとりまく人々と積極的に関わりを持ち、その中で自ら成長
する子ども～「挑戦」「発信」〔練磨」
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める。
・相互理解を深める機会を設定するために、小中合同授業研等を実施する。
・子ども像を共有しながら、児童生徒指導や学習指導等の情報交換や共通理解
を進める。
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○よりよい社会の創造や自らの生き方を追究するために惑要な資質'能力を身に付けた生徒を育て、保護者。地域の
期待に応えられる学校を目指します。
・個に応じた支援の充実や指導法の改善に取り組み、生徒が生き生きと学習、生活できる環境づくりを目指します。
・主体的・対話的で深い学びを実践し、問題発見'解決能力を育てるとともに、将来に向けてより良く生きる力を育てま
す。
・道徳、特別活動等、さまざまな活動への取組を通して、自他を認め、大切にし、より良い人間関係を構築する指導を進
めます。

重点取組分野 具体的取組

生きてはたらく知
①小中9年間の連続した学ぴを基盤に、コミュニケーションカの伸長を図る。
②イ国に応じた支援の充実や指導法を改善し、学校全体の学力の底上げを図る。
③学力向上推進部を中心に、本校の実態に合わせた教員の授業力向上・改善のための取組を行う。

担 当 学方向上推進部

豊かな心
①全校による人権作文の取組や様々な活動、体験を通して「だれもが」「安心して」「豊かに」生活でき
る学校づくりを推進する。
②道徳の授業を活動を通して、自尊感情を高め、一人ひとりが互いを認め合い、高め合う活動を推進担 当 道徳・人権推進部

健やかな体
①縄跳び運動を授業だけでなく、部活動にも取り入れ、持久力等の向上を図る。
②保健便りを発行し、生徒自身の心身の健康に関心を持たせt規律ある生活習慣の増進を図る。
③家庭と連携した食育を進め、心身の健康育成に活かす。

担 当 保健安全指導部

特別支援教育
①日常生活において、困り思のある生徒や保護者への相談活動により、個に応じた手立てを考える。
スモールステップを大切にする。
②長期欠席者への対応のため、ステップルームを活用する。

担 当 特別支援教育

地域連携
①連合自治会の地域清掃活動に積極的に参加し、地域運携を深める。
②地域主催の行事に生徒や教職員が参加し、地域との交流を深める。
③地域主催の研修や集会に保護者と共に教職員が参加し、地域理解を深める。

担 当 企画会

保健管理
①薬物乱用防止教室を生徒の発達段階に合わせ、実施する。
②生きる教育(性教育)を生徒の発達段階に合わせて3年計画で実施すると共に、3年生では赤ちや
んとの心、れあいを通して、親や周囲への感謝、将来への希望など多面的な教育を展開する。

担 当 保健安全指導部

キヤリア教育
①l年生では2回の職業講話を実施する。2年生では地域と連携した職業体験場所の拡充を図る。3
年生では、校内高校説明会の実施や進路情報の積極的な発信に努める。
②3年間を見通したキヤリア教育の授業の構築、実践を行う。

担 当 総合的な学習の時間

生徒指導
①生徒一人ひとりが安心して過ごせる学校にするために、生徒と共有する時間を意図的に増やし、生
徒理解に努める。
②保護者との関係を密にし、生徒の特性に合わせた指導に努める。

担 当 生徒指導部

いじめへの対応
困り思のある生徒に素早く気が付き情報交換できる体制を堅え、生徒の気持ちに寄り添い、誰もが安
心して学校生活をおくれることを目標にする。長期欠席者への対応の基がいじめであることも少なくな
い。いじめに対する職員のアンテナを高くし、いじめを絶対に許さない姿勢を示す。

担 当 いじめ防止委員会

人材育成 L

組織運営
(働き方改革 )

①メンターチームを組織し、中堅職員等をリーダーとしながら、自主研修を行い、経験の浅い職員の
育成とチームとしての組織力の向上を図る。
②校内研修を計画的に実施し、教師力の向上を図る。
③職員組織の見直しを定期的に行い、教職員定数や学校の実態に合わせたものとする。

担 当 企画会


